









































































































































福井貞亮 ･岡田進一 ･自浄政和 :要援護在宅高齢者の基礎的生活行為を困難にする要因





















性別 有効 男性 123 38.3 39.4
女性 189 58.9 100
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同別居形態 有効 独居 36 11.2 11.5
同居 277 86.3 100
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(2)排壮行為は非常に私的な行為であり∴ ケアマネジャーは､その手とに配慮 しながら､排壮行為の状態を理解 し､
援助目標を設定する必要のあることが捷起される｡
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